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１．本誌は、人文・社会科学分野を中心とした境界研究（ボーダースタディー
ズ）のレフェリー制学術雑誌です。

２．投稿（日本語）は、論文、研究ノート、資料紹介、ディスカッション、書
評論文、書評、研究動向の7種とします（投稿後に編集委員会が区分の変
更を求める場合があります）。ディスカッションでは、萌芽的な内容で
あっても、既存の境界研究・理論に対する批判的・挑戦的な論考を対象
とします。論文は400字詰50枚を標準とし、最上限は100枚とします。
研究ノート、ディスカッション、資料紹介は30枚程度（上限50枚）、書評
論文は20枚、書評および研究動向は15枚とします。なお、論文、研究ノ
ート、資料紹介には、英語による要旨（600～800語程度）を添付して下
さい。 

３．投稿原稿の採否は、査読の結果に基づき編集委員会で決定いたします。
原稿は返却しません。

４．掲載された論文等の著作権は北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター
に帰属します。センターは本誌の内容を、センターおよび北海道大学附
属図書館、国立情報学研究所のウェブサイト等で公開します。著者が論
文等を他に転載する場合には、事前に書面で編集委員会の許可を受けて
ください。 

５．具体的な投稿要領および引用注の様式等については、ウェブサイト境界
研究ユニット（UBRJ）の出版物の項目をご覧ください。
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